
所 在 地 電 話 校長氏名 創立年月日（創立記念日）

南西中学校 甲府市上石田４丁目１０－８ 055-224-3396 井上 有史 昭和３５年４月１日

（１）「生きる力」を育む適切な教育課程の編成と実施
①授業時数の適切な確保と各行事のバランスよい配置。
②ＰＤＣＡサイクルに基づいた教育内容の精選、統合、改善の実施。
③キャリア教育の充実を図り、自らの力で生き方を選択していくことができるよう必要な能力や態度の育成。
④特別な支援を要する生徒の実態に応じた教育課程の編成と組織的な指導・支援の充実。

学
（２）授業づくりと家庭学習の充実を両輪とし、「確かな学力」の育成
① 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた組織的な授業改善の推進。

校 ◇甲府スタイルを生かした授業実践（「つかみ・つむぎ・つなぐ」授業ともかかわらせて）
◇ICTを効果的に活用した授業づくり。

② 家庭学習の充実と学習習慣の確立。（1人1台端末の活用を含む）
経

（３）「豊かな心」と健全な社会性を育み、温かな人間関係が築かれる集団づくりの推進。
①体験的・実践的活動を通した思い遣る心の育成。

営 ②認め合い、助け合い、学び合う学級・学年集団づくり。
③迅速かつ組織的な対応による、いじめ・不登校への取り組み推進。

の （４）健康、安全に対する高い意識をもち、自他ともに命を大切にする生徒の育成。
①基本的生活習慣を確立し、生涯を通じて健康な生活を送る実践力の育成。
②実践的な防災訓練を通して、日頃からの安全管理・危機管理に対する意識の高揚。

重
（５）学校・家庭・地域が連携し、地域とともにある学校づくりの推進
①学校運営協議会による、地域とともにある学校づくり。

点 ②南西中学校区小中学校の連携の充実。

特 （１）学習強化週間中のいちょうタイムを活用し、生徒の基礎学力の定着と学力向上に向けた学習活動を行う。
色 （２）家庭学習の定着につなげる授業改善や学び合い、「自主学習ノート」の取り組みなどを行い、その成果を全体で共有する。
あ （３）教職員や生徒会が中心となり心を込めた気持ちの良いあいさつを行うことであいさつの習慣化を図る。
る （４）防災計画を見直し、様々な状況を想定した訓練等、実践的な防災教育を推進する。
教 （５）声かけ・あいさつ運動や授業における地域ボランティア等の募集を通して、地域人材を活用した教育活動を積極的に推進
育 する。
活 （６）学校だよりの組回覧や学校ホームページの定期的更新など、学校からの積極的な情報発信による信頼される学校づくりを
動 推進する。

（７）「南西中学校学校運営協議会」を中心に、学校・家庭・地域社会の連携・協力を拡大する。

項目 曜日 月 曜 日 ～ 金 曜 日 備 考 校内研究の概要・指定研究

職 員 出 勤 ８：１５ ○朝の職員打ち合わせ ○研究主題・副主題
・週１回

生 徒 登 校 ８：２０ ・週の初日に行う 「自ら考え、表現し、主体的に学
び合う生徒の育成」

時 朝 読 書 ８：２０ ～ ８：３０ ～ ICT を活用した様々な場面での
朝 の 会 ８：３０ ～ ８：４５ 「つかみ・つむぎ・つなぐ」授
１ 校 時 ８：５０ ～ ９：４０ 業づくり～
２ 校 時 ９：５０ ～ １０：４０
３ 校 時 １０：５０ ～ １１：４０ ○研究内容・方策

程 ４ 校 時 １１：５０ ～ １２：４０ 【研究の場面】
給 食 １２：４０ ～ １３：１０ 授業および諸活動における効果的
昼 休 み １３：１０ ～ １３：２５ な ICTの活用方法の検討。
５ 校 時 １３：３０ ～ １４：２０ （火曜日は５時限） ・特定の教科や場面を限定せず、
６ 校 時 １４：３０ ～ １５：２０ 様々な場面での活用について研究

表 清 掃 １５：２５ ～ １５：４０ 14：25～ 14：40 する。
帰 り の 会 １５：４５ ～ １６：００ 14：45～ 15：00 【研究方法】
部 活 動 １６：１５ ～ 15：15～ スキルの習得等の研修と共に、効

果的な活用の仕方について検討・
検証する。

生 徒 下 校 １６：３０ ・ICT を活用した授業およびその
他の活動の検討・検証。
・授業の相互参観。

職 員 退 勤 １６：４５ 主 な 行 事

年 区分 教 科 教 特 年 ○一学期 ・入学式
間 ク 科 別 間 ・宿泊学習（１年）
授 学ラ 国 社 数 理 音 美 保 技 英 道 な 特 総 合 ・校外学習（２年）
業 年 ス 語 会 学 科 楽 術 体 家 語 徳 活 合 計 ・修学旅行（３年）
数 ○二学期 ・いちょう祭
・ １ ２ 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 50 1015 ・合唱発表会
ク ○三学期 ・３年生に贈る会
ラ ２ ３ 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 35 70 1015 ・卒業式
ス
数 ３ ３ 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 35 70 1015


